


金 融 ・ 経 営 リ ス ク 科 学 科
Department of Risk Science in Finance and Management

金 融 、 情 報 、 生 産 、 生 活 に 潜 む リ ス ク に
対 処 す る 力 を 身 に つ け ま す

■未経験のリスクに対応する力を養います　　 徐 春暉 教授

現代社会では、コロナウイルス感染症の流行をはじめ、コンピュータ犯罪、金融資産の値下がりなど、従来

の手法では対応困難なリスクが増加しています。社会が急速に変化する中で、複雑化するリスクに対応すべく、

本学科では国内に先駆けてリスクマネジメントに特化したカリキュラムを展開。リスクを発見し、数学的な

手法を用いて分析、リスクを最小限に抑える、あるいはチャンスに変える手法を学修します。ビジネスの世

界だけではなく、人生で大きな決断を迫られた時、科学的にリスクを分析する能力は大いに役に立ちます。

学 び の 特 色
■  日 本 で 先 駆 け て 開 設 さ れ た 、リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 特 化 し た 学 科 で す

■  デ ー タ に も と づ き 、リ ス ク を 発 見・分 析 す る 技 術 を 身 に つ け ま す

■  I T 、金 融 、製 造 、環 境 、経 営 コ ン サ ル な ど 幅 広 く 活 躍 で き ま す

求 め る 学 生 像
■  金 融 、情 報 、生 産 、生 活 に お け る リ ス ク 管 理 に 興 味 が あ る 人

■  リ ス ク を チ ャ ン ス に 変 え る と い う 意 識 を 持 ち 、自 ら 考 え 行 動 で き る 人

■  リ ス ク 対 策 を 通 し て 快 適 な 社 会 づ く り に 貢 献 し よ う と い う 志 を 持 っ た 人

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

1
セメスター

基礎数学および演習 ■ 社会システム科学入門
情報処理基礎および演習
■ リスク科学概論

安全と安心の心理

2
セメスター

線形代数入門
情報リテラシ　
ベンチャービジネス論

企業の法的環境
社会システムと意思決定

コンピュータサイエンス入門
■ 経済金融入門

1 年 次
世 の 中 に 潜 む さ ま ざ ま な リ ス ク を 発 見 し ま す
　リスクマネジメントの対象となる社会や経済、経営の仕組みを学修するとともに、
数学や統計の基礎を身につけ、データをもとに世の中に潜むさまざまなリスクを分析する力を養います。

（■：必修科目 / 黒文字：選択科目）※カリキュラムは一部変更となる場合があります。

社会
システム
科学部

2 年 次
リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト が 求 め ら れ る ４ 分 野 を 総 合 的 に 学 び ま す
　1年次の基本的な学びをさらに発展させ、金融・情報・生産・生活の４分野におけるリスクについて総合的に学びます。
確率論等の理論を用いた分析手法を身につけ、科学的にリスクを考察します。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

3
セメスター

オペレーションズリサーチ
入門

科学技術者倫理
環境保護と法

プログラム言語基礎
確率論

リスク対策と保険
経営管理論

4
セメスター

データ解析入門
データマイニング入門

ビジネスコミュニケーション
環境リスク
ファイナンス概論

知的財産権　経営管理論
会計システム　■ 情報リスクマネジメント
■ 金融リスク論　■ 製品安全マネジメント

3 年 次
興 味 の あ る 分 野 を 選 び 、さ ら に 専 門 的 に 学 び ま す
　金融・情報・生産・生活の４分野におけるリスク管理技術を学び、より専門性を高めます。
また、「ゼミナール」や「課題研究」ではより高度な分析手法を学び、次年度から取り組む卒業研究に向けた準備を進めます。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

5
セメスター

研究室決定

フィールドアクティビティ ■ 現代技術論

投資意思決定の数理
環境リスク分析　生活とリスク
社会心理学
データサイエンスおよび演習

金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント

■ ゼミナール1

6
セメスター

安全システム工学

サービスサイエンス入門
組織運営のリスクマネジメント
投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
リスクコミュニケーションおよび演習
生産システムおよび演習
■ 金融・経営リスクマネジメント実験

■ ゼミナール2
■ 課題研究

4 年 次
卒 業 研 究 に 取 り 組 み 、実 践 力 を 養 い ま す
　各自テーマを設定し、卒業研究に取り組みます。調査・分析などを行い、問題解決を図るためのリスクマネジメントの手法をまとめます。
プレゼンテーションを通して、リスク管理の重要性を伝える力も養います。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

7
セメスター

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

■ 卒業研究

8
セメスター

■ 卒業研究

■ 信用リスク評価、金融投資、金融リスクマネジメント
■ 製品安全のためのリスクアセスメント
■ 環境リスク管理
■ 社会心理学・リスク心理学

■ 情報セキュリティーと経営リスク、IoTとAIの活用
■ 資源・エネルギー・技術の開発に関連するリスク
■ 金融工学、投資リスク管理、意思決定数理モデル　他

注目の
研究

4 年 間 の 学 び の ス テ ッ プ 　 教養教育については P.30へ
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金 融 ・ 経 営 リ ス ク 科 学 科
Department of Risk Science in Finance and Management

金 融 、 情 報 、 生 産 、 生 活 に 潜 む リ ス ク に
対 処 す る 力 を 身 に つ け ま す

■未経験のリスクに対応する力を養います　　 徐 春暉 教授

現代社会では、コロナウイルス感染症の流行をはじめ、コンピュータ犯罪、金融資産の値下がりなど、従来

の手法では対応困難なリスクが増加しています。社会が急速に変化する中で、複雑化するリスクに対応すべく、

本学科では国内に先駆けてリスクマネジメントに特化したカリキュラムを展開。リスクを発見し、数学的な

手法を用いて分析、リスクを最小限に抑える、あるいはチャンスに変える手法を学修します。ビジネスの世

界だけではなく、人生で大きな決断を迫られた時、科学的にリスクを分析する能力は大いに役に立ちます。

学 び の 特 色
■  日 本 で 先 駆 け て 開 設 さ れ た 、リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 特 化 し た 学 科 で す

■  デ ー タ に も と づ き 、リ ス ク を 発 見・分 析 す る 技 術 を 身 に つ け ま す

■  I T 、金 融 、製 造 、環 境 、経 営 コ ン サ ル な ど 幅 広 く 活 躍 で き ま す

求 め る 学 生 像
■  金 融 、情 報 、生 産 、生 活 に お け る リ ス ク 管 理 に 興 味 が あ る 人

■  リ ス ク を チ ャ ン ス に 変 え る と い う 意 識 を 持 ち 、自 ら 考 え 行 動 で き る 人

■  リ ス ク 対 策 を 通 し て 快 適 な 社 会 づ く り に 貢 献 し よ う と い う 志 を 持 っ た 人

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

1
セメスター

基礎数学および演習 ■ 社会システム科学入門
情報処理基礎および演習
■ リスク科学概論

安全と安心の心理

2
セメスター

線形代数入門
情報リテラシ　
ベンチャービジネス論

企業の法的環境
社会システムと意思決定

コンピュータサイエンス入門
■ 経済金融入門

1 年 次
世 の 中 に 潜 む さ ま ざ ま な リ ス ク を 発 見 し ま す
　リスクマネジメントの対象となる社会や経済、経営の仕組みを学修するとともに、
数学や統計の基礎を身につけ、データをもとに世の中に潜むさまざまなリスクを分析する力を養います。

（■：必修科目 / 黒文字：選択科目）※カリキュラムは一部変更となる場合があります。

社会
システム
科学部

2 年 次
リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト が 求 め ら れ る ４ 分 野 を 総 合 的 に 学 び ま す
　1年次の基本的な学びをさらに発展させ、金融・情報・生産・生活の４分野におけるリスクについて総合的に学びます。
確率論等の理論を用いた分析手法を身につけ、科学的にリスクを考察します。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

3
セメスター

オペレーションズリサーチ
入門

科学技術者倫理
環境保護と法

プログラム言語基礎
確率論

リスク対策と保険
経営管理論

4
セメスター

データ解析入門
データマイニング入門

ビジネスコミュニケーション
環境リスク
ファイナンス概論

知的財産権　経営管理論
会計システム　■ 情報リスクマネジメント
■ 金融リスク論　■ 製品安全マネジメント

3 年 次
興 味 の あ る 分 野 を 選 び 、さ ら に 専 門 的 に 学 び ま す
　金融・情報・生産・生活の４分野におけるリスク管理技術を学び、より専門性を高めます。
また、「ゼミナール」や「課題研究」ではより高度な分析手法を学び、次年度から取り組む卒業研究に向けた準備を進めます。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

5
セメスター

研究室決定

フィールドアクティビティ ■ 現代技術論

投資意思決定の数理
環境リスク分析　生活とリスク
社会心理学
データサイエンスおよび演習

金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント

■ ゼミナール1

6
セメスター

安全システム工学

サービスサイエンス入門
組織運営のリスクマネジメント
投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
リスクコミュニケーションおよび演習
生産システムおよび演習
■ 金融・経営リスクマネジメント実験

■ ゼミナール2
■ 課題研究

4 年 次
卒 業 研 究 に 取 り 組 み 、実 践 力 を 養 い ま す
　各自テーマを設定し、卒業研究に取り組みます。調査・分析などを行い、問題解決を図るためのリスクマネジメントの手法をまとめます。
プレゼンテーションを通して、リスク管理の重要性を伝える力も養います。

専門科目

科目
学部共通専門科目

基礎科目 基幹科目 展開科目 発展科目
論理的理解の養成 エンジニアズマインドの養成 社会システム科学の基礎

7
セメスター

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

■ 卒業研究

8
セメスター

■ 卒業研究

■ 信用リスク評価、金融投資、金融リスクマネジメント
■ 製品安全のためのリスクアセスメント
■ 環境リスク管理
■ 社会心理学・リスク心理学

■ 情報セキュリティーと経営リスク、IoTとAIの活用
■ 資源・エネルギー・技術の開発に関連するリスク
■ 金融工学、投資リスク管理、意思決定数理モデル　他

注目の
研究

4 年 間 の 学 び の ス テ ッ プ 　 教養教育については P.30へ
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社会
システム
科学部

取引データから統計的手法を 
用いてリスクを評価する

金融市場のリスクを市場での取引価
格データをもとに統計的手法を用いて
評価しています。また企業分析を行い、
大企業・中小企業の経営リスクを評価
するなど、ビジネスや資産運用に影響
を与えるリスクを評価するモデル開発
に取り組んでいます。

安藤 雅和 教授

危険な商品を見抜き、安全な 
設計開発で消費者を守る

欠陥商品や危険な商品から消費者を
守り、どうすれば安全な製品が設計で
きるかをテーマに、利用方法や利用す
る人、使われる環境などを分析・研究
しています。消費者への聞き取り調査
や衝撃実験なども行い、新しい技術開
発に取り組んでいます。

越山 健彦 教授

資産運用や資金調達に係る 
金融リスクを管理する

金融における基本的な問題は2つあ
り、ひとつはお金が足りない場合にど
う調達するかという資金調達、もうひ
とつは余ったお金の運用をどうするか
という資産運用です。金融リスクマネ
ジメントの技術を身につけ、金融のプ
ロフェッショナルを育てます。

徐 春暉 教授

デジタル化と DX、IT 戦略と 
経営リスク、デジタル人材の育成

近年、企業ではデジタル化やDXが
叫ばれる一方、ITに関わる経営リスク
の発現が後を絶ちません。そこでデジ
タル化やDXに関する研究、システム
障害・自然災害・サイバー攻撃に関する
研究、IT-BCP 策定に関する研究など
を行い、人材の育成も図っていきます。

角田 仁 教授

資源・技術の開発に内在する 
リスク縮小の手立てを探る

日本は国内資源に乏しく、資源やエ
ネルギー源を海外に求める一方、技術
力の向上により発展してきました。し
かし、資源・エネルギーや技術の開発
には、多種多様なリスクが内在します。
リスクの縮小に有効な方法を探り、国
家や企業の発展に貢献します。

山崎 晃 教授

金融のリスク管理における 
意思決定を明らかにする

金融や投資のリスク管理を中心に、
社会におけるさまざまな意思決定を集
合、代数、確率、微分積分などの基礎的
な数学や、ゲーム理論などの数理モデ
ルを用いて分析し、投資家の心理や金
融制度の設計、債券の投資手法などを
テーマに研究しています。

喜多村 正仁 准教授

最新システムに潜む 
リスクを特定する

システムの安全だけでなくセキュリ
ティーを含めた、従来の手法では対応
できないリスクマネジメント手法につ
いて研究しています。最近では信頼性
やレジリエンスなどを含めたさまざま
な事象に対するリスクを特定し対応す
るツールを研究しています。

五郎丸 秀樹 准教授

リスク対処時の最適な 
コミュニケーションを探る

日常生活の中で感じる不安にうまく
対処する方法を、心理学の視点から研
究。特に個人では対応できないリスク
に対処するには、価値観や立場の異な
る人と協力し合う必要があります。そ
うした場合の関係者間のコミュニケー
ションについて考えています。

髙木 彩 准教授

金融リスクを把握し、回避する
手法を学びます。

�ネットワーク時代の危機管理術
を学びます。

安全・安心な製品づくり、技術や
エネルギーのリスクを学びます。

消費者・生活者を取り巻くリス
クを学びます。

金融分野

情報分野

生産分野

生活分野

4分野

活躍できる業界・職種
企業や行政の財務・経理担当者 / 銀行・証券会社など金融機関のリスクマネージャー / 災害・危機管理対策企画者 / 環境管理マネージャー / 
ITリスクマネージャー / 消費生活アドバイザー / 食品メーカーなどの生産管理技術者 / 経営コンサルタント　他

研究室 
Pick Up!

サ イ バ ー 上 の リ ス ク に 備 え
新 た な リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 を 開 発
五郎丸 秀樹 准教授 / IT（情報技術）、意思決定、創造性、防災

私たちの生活には、外部からの攻撃による情報漏洩や不正アクセスなど

の意図的なリスクもあれば、洪水や感染症などの意図的ではないリスクも

あります。研究室では、さまざまなリスクの中で特にサイバーセキュリ

ティーのリスクマネジメント手法について研究しています。最新の制御シ

ステムは、意図的ではない機械の故障などの技術的な事故だけではなく、

意図的に対象機器のデータを暗号化して身代金を要求するようなサイバー

攻撃による被害も発生しています。さまざまな要因が組み合わさった事象

による被害が増えてくると、従来の手法だけではリスクを特定し対応する

ことが難しくなってきています。こうした複雑なリスクに対応するには、

まずはリスクを分類したり時系列に並べたりするなど定性的にリスクを

分析するツールが必要となります。そこで私が専門とする発想支援やサイ

バーセキュリティーの知識を活用して、新しい分析ツールを開発できない

かと考えています。まだ構想段階ではありますが、いずれはセキュリティー

やセーフティだけでなく信頼性やレジリエンスなどの新たな視点から分

析するツールのモデルを考案しソフトウェアとして実用化して、未来のサ

イバーセキュリティーに役立てたいと思っています。 セキュリティーのためのツール開発も研究対象

主 な 研 究 テ ー マ ・ 教 員 金融・経営リスク科学科の研究室の詳細は
QRコードからアクセス！ リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
を
生
か
し
て
保
険
業
界
で
活
躍
し
た
い詫間 雄介さん 3年 

［千葉県 / 県立船橋芝山高等学校 出身］

近年、大きな災害や感染症の流行などで、リスクという言葉をよく耳にするようになりまし

たが、高校生の頃はどこか他人事に感じていました。でも交通事故や病気など、リスクは身近な

ところにも潜んでいて、いつ自分に降りかかってきてもおかしくありません。例えば高校時代

に所属していた野球部では、ケガというリスクが常に存在していたわけです。この学科ではこ

うしたリスクについて学んでいます。１～２年次は、金融・情報・生産・生活分野でどんなリスク

があるのかを学び、3年次からはリスクに対する対処法を身につけます。世の中に存在するリ

スクを分析していくと、いろいろな発見があります。特に確率統計を駆使してリスクを割り出

していく授業では、これまでに考えたこともない価値観に触れることができました。

人と接することが好きなので、多くの人の役に立てる仕事、そして、大学で学んだことを生か

せる仕事と考えて、それが実現できる保険業界に就職したいと考えています。金融リスクマネ

ジメントの専門的な知識や手法をさらに深く学んで、生命保険という商品を通して一人ひとり

の人生のリスクヘッジに貢献したいです。
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科学部
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